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「おつかれさまでした」と料金を取り扱う高橋さんの元気な声が、ブース

と呼ばれる高萩ICの詰所から聞こえてきます。ここではにこやかなあいさ

つに迎えられて、 ドライバーの顔がちょっとゆるみます。高萩ICでは、 11

人の職員が24時|H1体制で勤務。 「『おはようございます」 「こんにちは』など

のあいさつと笑顔をモットーにお客様に接しています。料金所は'二1本道路公

団の顔と同I1寺にそのまちの顔でもあると思っています」 と、 10年の料金所勤

務になる高橋さん。ここは高速道路のお客様サービスの最前線です。
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昭和63年3月24日に開業した常磐自動車道の高萩| Co今月は、

開業から10年目を迎えます。

高速交通時代の幕開けとともに新しい時代の到来を予感させた常

磐自動車道の開通。この道路は、市町村境や県境を越えて全国につ

ながる、 まさに「未知へ続く道｣。私たちの夢と希望を乗せて走り、

時代をつなぎながら、 まちの産業を支え続けています。

今月号では、あらためて常磐自動車道路の歴史を振り返りながら

その姿を見つめてみましょう。
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謬蕊麺剛
高
速
道
路
の
正
式
な
呼
称
は
「
高
速
自
動
車
国

道
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
、
昭
和
三
二
年

に
定
め
ら
れ
た
国
土
開
発
縦
貫
自
動
車
道
建
設
法

や
高
速
自
動
車
国
道
法
か
ら
始
ま
り
、
日
本
道
路

公
団
を
実
施
機
関
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

わ
が
国
最
初
の
高
速
道
路
は
、
昭
和
三
八
年
に
供

り
つ
と
一
フ

単
に
地
域
と
地
域
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時

そ
の
距
離
は
七
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
そ
れ
か

ら
三
五
年
後
の
今
年
二
月
一
日
現
在
で
は
、
全
国

で
四
四
路
線
、
総
延
長
は
六
，
三
四
八
・
七
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
高
速
道

路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
、
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
入
っ
て
南

に
向
か
っ
た
場
合
、
一
部
首
都
高
速
道
路
を
利
用

し
て
鹿
児
島
ま
で
、
ま
た
北
へ
向
か
う
と
青
森
ま

で
一
気
に
走
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ま
さ
に
Ｉ

Ｃ
は
全
国
に
向
か
っ
て
開
い
て
い
る
ま
ち
の
窓
口

と
も
い
え
ま
す
。

用
開
始
し
た
名
神
高
速
道
路
の
栗
東
ｌ
尼
崎
間
で
、

ま
た
、
こ
の

高
速
道
路
の
総
延
長
は

六
，
三
四
八
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

●

ツ
ト
ワ
ー

高
速
道
路
網
が
も
た
ら
す
も
の
は
、

弔
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ク
灘

道
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道
路
区
分
で
い
う
常
磐
自
動
車
道
は
、
埼
玉
県

川
口
市
か
ら
宮
城
県
亘
理
町
ま
で
を
結
ぶ
東
京
亘

理
線
の
一
部
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
川
口
ｌ
三
郷
間
が
東
京
外
環
自
動
車

道
に
、
三
郷
ｌ
亘
理
間
が
常
磐
自
動
車
道
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
、
北
の
終
点
は
い
わ
き
中
央
Ｉ

Ｃ
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
一
○
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
わ
き
四
倉
Ｉ
Ｃ
ま
で
一
二
・

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
常
磐
自
動
車
道
の
現
在
の
供
用
区
間
は
、

埼
玉
・
千
葉
・
茨
城
・
福
島
の
四
県
を
縦
断
し
、

総
延
長
一
七
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
う
ち

市
域
内
の
距
離
は
、
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
山
間
地
域
を
走
る
道
路
か
ら
は
、

間
的
距
離
を
飛
躍
的
に
短
縮
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
沿
線
地
域
の
工
業

や
農
業
、
観
光
な
ど
の
諸
産
業
の
活
性
化
、
行
動

圏
の
拡
大
に
よ
る
日
常
活
動
の
活
発
化
を
も
た
ら

し
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す

州；
；

常
磐
自
動
車
道

わ
た
り

三
郷
ｌ
亘
理
間

＃
§
湾

＃
魯

驚

；
鴬

§

；
；
§

：
；

叩

咄

設

￥

■

円

偶

■

言

向

叫

貸

鴇

例

ゴ

ョ

ヨ

当
Ｊ
Ｆ
吐
針
埼
睡
骨
思
侭
罫
曙
『
哩
璃
割

I
哩
蒋
砿
網
嘱
給
蝿
叶
陽
蝉
語
配
畏
剖
藍
堵
罰
蒋
輯
駈
捜
謨

ー二

I I

蕊…
に大勢のみなさんに参加していただいたことがなつかしく思い

出されます。あれからもう10年が経ちましたが、高速道路の影

響によるまちの活性化についてはまだまだ進んでいないように

思います。高萩|Cが東京に向かって人が出ていく出□として

ではなく、他の地域の人をこのまちに呼ぶ入□になるようにし

ていきたいですね。
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一
四
季
折
々
の
自
然
の
姿
を
楽
し
み
、
遠
く
太
平
洋

の
大
海
原
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
山
々
を
縫
っ
て
走
る
県
北
地
方
の
中
で
、
一
際

特
徴
的
な
の
が
日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
と
日
立
北
Ｉ
Ｃ

間
の
ト
ン
ネ
ル
群
。
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
Ｉ
Ｃ

間
の
中
に
一
二
箇
所
、
総
延
長
は
約
半
分
の
一

○
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
山
々
を
つ
な
ぐ
橋
り
ょ
う
の
数
も
多
い
の
が

特
徴
で
、
こ
の
区
間
の
道
路
延
長
に
対
す
る
ト
ン

ネ
ル
や
橋
り
ょ
う
な
ど
構
造
物
の
比
率
は
、
実
に

七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
市
内
に
は

ト
ン
ネ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
高
さ
三
四
・
五
メ

ー
ト
ル
と
い
う
花
貫
橋
が
国
道
四
六
一
号
を
ま
た

い
で
い
ま
す
。
こ
の
橋
全
体
は
黄
色
に
塗
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
周
囲
の
自
然
景
観
を
考
慮
し

た
も
の
で
常
磐
カ
ラ
ー
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
や
山
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
貫
い
て
走
る

高
速
道
路
は
、
特
色
あ
る
自
然
景
観
や
風
土
と
解

け
合
っ
て
新
し
い
ま
ち
の
姿
を
作
り
出
し
て
い
ま

す
。

今
か
ら
一
○
年
前
の
昭
和
六
三
年
二
月
二
八
日

側
、
常
磐
自
動
車
道
の
開
通
を
記
念
す
る
「
歩
く

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
「
高
速
道
路
時
代
を
肌

で
感
じ
、
最
初
で
最
後
の
歩
く
会
を
楽
し
む
」
と

報
じ
ら
れ
た
こ
の
行
事
に
は
、
家
族
連
れ
な
ど
約

六
千
人
が
参
加
。
多
く
の
市
民
が
待
ち
に
待
っ
た

常
磐
自
動
車
道
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
一
○
年
。
自
動
発
券
機
が
登
場
し
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
が
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
さ

れ
、
さ
ら
に
は
日
立
中
央
Ｉ
Ｃ
が
造
ら
れ
、
磐
越

常
磐
自
動
車
道
こ
の
一
○
年

年
々
増
え
続
け
る
利
用
者

ーﾉ

津
鍛
鍋
惑

自
動
車
道
が
つ
な
が
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

と
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
少
し
ず
つ
そ
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
姿
を
見
続
け
て
き
た
高
萩
Ｉ
Ｃ
で
も
、
磐

越
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
、
東
北
地
方
か
ら
の

通
行
券
が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
冬
季

に
は
ス
キ
ー
を
乗
せ
た
車
が
数
多
く
行
き
交
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
出
入
り
す
る
車
の
台
数
は
、

一
日
平
均
四
，
三
一
三
台
（
平
成
八
年
度
）
。
開

通
当
時
の
昭
和
六
三
年
度
は
二
，
六
六
七
台
で
し

た
か
ら
九
年
間
で
約
一
・
六
倍
、
ほ
ぼ
年
々
増
加

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
下
図
）
。
ま
た
、
平
成
八

年
度
の
高
萩
Ｉ
Ｃ
を
基
準
に
し
た
一
日
平
均
の
上

下
線
の
交
通
量
で
は
、
日
立
北
Ｉ
Ｃ
間
が
二
○
，

八
九
八
台
、
北
茨
城
Ｉ
Ｃ
間
が
一
八
，
七
九
四
台

で
、
Ｉ
Ｃ
間
で
は
東
京
方
面
に
向
か
う
ほ
ど
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
線
で
の
通
行
台
数
で

は
一
日
平
均
一
七
五
，
七
八
九
台
（
平
成
七
年
度
）

で
、
車
種
別
で
は
普
通
車
が
八
割
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
通
行
台
数
を
全
国
の
四
四
路
線
中

で
見
る
と
一
○
位
に
位
置
し
、
首
都
圏
へ
の
移
動

手
段
と
し
て
ま
す
ま
す
重
要
な
道
路
と
な
っ
て
い

ま
す
。高
速
道
路
網
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
年
々

そ
の
利
用
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

悲
惨
な
事
故
も
同
じ
よ
う
に
増
え
て
い
ま
す
。
高

速
道
路
で
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、
制

限
速
度
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

資
料
提
供
：
日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
監
理
局

日
立
管
理
事
務
所

、
）

[図] ，日平均の高萩IC出入交通量の推溌f謹溌燕 速道路は生活の－部です
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蕊I 大洗にある会社に毎日通勤

で高速道路を利用しています。

一般道では2時間かかるとこ

ろが、高速道路を利用するこ

とによって30分くらい短縮で

営業をしていますので、仕事
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きます。仕事は運送関係の営業をしていますので、仕事

でも高速道路を利用することが多いですね。いわき市へ

もたびたび行きますが、それから先に高速道路が延びる

ようですので、そうなると営業の範囲もさらに広がると

思います。私にとって高速道路は、なくてはならない生

活の－部になっていますね。
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かみてつな あげほちよう

－●所在地／高萩市上手綱字上ケ穂町1,010番2外

●地目／宅地 ●開発総面積/363, 124.73nf

●開発許可番号／平成6年12月26日第174号、平成9年6

月23日第7号(変更） ●計画総区画/651区画

●用途地域／都市計画区域無指定地域（建築協定区域）

●建ぺい率／50％ ●容積率／80％

●施設／◎道路…アスフアルト舗装(II512m，9m，6m)

全：鴬(繍潔会靜謹悪鵜噸罵水槽
麓･設備が……力･”集中プ｡バンヵュ
要？繊懸蕊.躍慰離宅懸地

●

鶏繍,…‘･諭＝/e／2了園から4 偏）
［土・日曜日も受け付けます｡］

受廿高萩市住宅公社
場所：套鮎W&鰯所内）

の分譲を開始します
●区画数／84区画

●共同受信施設等維持管理基金／契約時一括50,000円

●共同受信施設等管理運営費／入居後月額1,000円

●共同受信施設各個引込み工事費／引込み時各自負担

●公共下水道受益者負担金相当額/1㎡当たり 370円
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